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税
制
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革
、
本
会
の
対
応
に
つ
い
て

第
1
6
回
W
F
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ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
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参
加
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ア
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の
お
知
ら
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／
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／
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／
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第3種郵便物認可

　先般6月14日、自民党税制調査会より税制抜本改正『大綱』が発

表された。本会は、各方面に対し積極的な働きかけをして、当方の

立場を表明し理解を求めてきた。これから国会審議を控えているの

で予断は許さないが、幸い、宗教法人税制はほぼ現状を維持すると

いう結果を得ることができた。緊急記事として、今回の税制改革の

結果と、本会の対応について報告する。

　　

@
ほ
ぼ
現
状
維

　
本
年
度
は
シ
ャ
ー
プ
勧
告
以
来
と
い
わ
れ
る

税
制
抜
本
改
革
が
叫
ば
れ
、
特
に
「
宗
教
法
人

（
公
益
法
人
）
の
優
偶
税
制
」
に
対
す
る
課
税

強
化
が
、
大
き
な
検
討
課
題
に
な
っ
て
い
た
こ

と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、
本
会

持
の
方
向

と
し
て
は
、
次
の
二
点
、

①
本
来
の
宗
教
活
動
に
対
し
て
課
税
す
べ
き

で
は
な
い
。

②
お
守
り
、
塔
婆
、
お
札
な
ど
を
課
税
対
象

と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
本
来
の
事
実
と
し

て
い
る
宗
教
と
、
そ
う
で
な
い
宗
教
と
が
あ
る

以
上
宗
教
税
制
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
り
、
し

か
も
宗
教
法
人
法
の
精
神
に
も
反
し
て
い
る
と

考
え
る
。

　
こ
れ
ら
を
運
動
骨
子
と
し
て
、
各
方
面
と
の

協
議
、
ま
た
陳
情
等
を
行
っ
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
六
月
七
日
付
け
で
、
文
教
部
会
か

ら
自
民
党
税
制
調
査
会
に
、
右
記
の
よ
う
な
資

料
が
提
出
さ
れ
、
翌
六
月
八
日
に
自
民
党
税
制

調
査
会
に
お
い
て
、
宗
教
法
人
税
制
に
つ
い
て

　　　：戒名　布施玉串料……不課税　　　　　　　i
　　　iお守りお札おみくじ……不課税　　　　i

　　　i　絵葉書、写真帳、暦、線香、……課　税（物品販売業）　　　　　i

　　　i　ろうそく、供花等の販売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　i駐車場の経営　　　＿課税（駐車聖業）　　i

　　　i　土地や建物の貸付け　　　　……課　税（不動産貸付業）　　　　：

　　　i　宗教法人立幼稚園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

方i鷲㌔晶隷：：：：：：欝　　 i

向…墓地寺内の場合＿稽税　　…
　　　i　　　霊園の場合……不課税　　　　　　 i

　　　i美術館　博物館……課税　　　　　 i

　　　i拝観料　　　　……不課税　　　　　 i

　　　i　宿　　　泊　　　　　　　　……課　税　　　　　　　　　　　i

　　　i結婚式挙　式　　　……非課税　　　　　　　　i
　　　i　　　　　　披露宴　　　　…・・蘇　税（料理飲食店業・物品貸付業）　i

ウ　 ウ　　 コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

灘i新聞・鵜編法話集・…∴課税（出版業）　　i
町制　i　経典の出版販売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

法と　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
織i茶道・生花・書欝の教授一課税（技芸教授業）　i

神はi　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
に不iただし、免税点3千万円とする。売上5億円以下は簡易課税制：

蓬i度が適肌　　　　　　　　i
しで　i　非課税とは、課税対象ではあるが、この度は課税しない場合をいう。i

請i不課税とは、本親税燃でな喝合をいう。　　　i
る　’i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
としミ＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿．＿．．．＿＿＿＿＿．＿．＿＿．．」
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は
ほ
ぼ
現
状
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
が
内
定

さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
　
（
注
・
右
記
に
掲
載

し
た
も
の
は
資
料
に
雪
仏
に
よ
る
解
説
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
）

　
こ
の
中
で
、
お
布
施
等
、
宗
教
法
人
本
来
の

活
動
が
「
不
課
税
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

正
し
い
結
論
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
本
会
と
し
て
は
、
お
布
施
な
ど
宗

教
活
動
そ
の
も
の
が
課
税
の
検
討
事
項
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
（
前
述
の
本
会
の
運

動
方
針
①
「
本
来
の
宗
教
活
動
に
対
し
て
課
税

す
べ
き
で
は
な
い
」
に
も
提
示
し
て
あ
る
が
）

は
な
は
だ
不
本
意
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
消
費
税
は
、
物
を
購
入
す
る
場

合
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
対
し
て
お
金
を
払

う
時
に
か
か
る
税
金
で
、
つ
ま
り
サ
ー
ビ
ス
の

場
合
、
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
払
う
お
金
が
対
価

関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い

第
縷
饗
灘
…

　
　
　
議

灘
、議

難

．
難
継

　
、
　
て
　
　
’
　
，購

・
マ
、

4月6日分自民党本部で開催され

た自民党税調と文教関係諸団体と

の懇談会、本会からは川島総務部

長と剛山財務部長が出席した。

務
濃
兇
価
雀
羅
財蟹

る
。　
こ
れ
が
宗
教
活
動
に
も
あ
て
は
め
ら
れ
、
僧

侶
の
法
施
と
、
檀
信
徒
の
財
施
が
、
読
経
料
と

か
、
戒
名
料
と
か
い
う
呼
称
で
い
い
か
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
支
払
う
お

金
は
、
一
面
に
お
い
て
宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
と
対

価
関
係
に
あ
る
」
と
い
う
意
識
が
一
般
的
に
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
教
本

来
の
布
施
行
の
考
え
方
に
反
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
認
識
が
前
提
と
な
っ
て

議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
仏
教
界
と
し
て

は
大
変
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
我
々
仏
教
者
は
、
自
ら
の
姿
勢
を
正
し

て
布
施
の
本
質
を
檀
信
徒
に
伝
え
て
い
く
こ
と

に
努
力
し
、
一
般
の
人
た
ち
の
誤
っ
た
認
識
を

是
正
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
税
制
改
革
で
は
、
宗
教
法
人

が
有
す
る
、
い
わ
ゆ
る
税
制
上
の
特
別
措
置
そ

の
も
の
が
、
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
理
由
の
一
つ
に
、
特
別
措
置
を
故
意
に
悪
用

し
て
の
事
実
上
の
脱
税
、
あ
る
い
は
宗
教
関
係

3月14日本会主催の税務セミナー

で、税制について講演する奥田幹

生衆議院議員（自民党文教副部会

長・宗教法人担当主査）

者
自
身
の
世
間
の
聾
盛
を
か
う
よ
う
な
行
動
と

い
っ
た
こ
と
が
、
新
聞
や
週
刊
誌
を
大
い
に
に

ぎ
わ
し
世
間
の
注
目
を
集
め
た
、
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
法
人
を
悪
用
し
よ
う
と

す
る
ご
く
一
部
の
心
な
い
人
々
の
行
動
に
よ
り
、

ま
る
で
宗
教
法
人
全
体
が
悪
者
で
あ
る
か
の
よ

う
に
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
大
変

残
念
な
こ
と
で
あ
る
と
本
会
は
考
え
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
宗
教
法
人
を
悪
用
す

る
事
件
が
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
宗

教
界
全
体
の
憂
慮
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
我
々

仏
教
徒
は
厳
粛
に
認
識
し
、
自
浄
自
戒
に
努
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

職
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ψφ壷9’ψゆ瀞・ひ轡◆ψψ・瀞φ瀞◆瀞ゆψゆ轡・σψφ轡◆轡・ひ紳・ひψ9・贈ψ・

具用院寺

　　　浅草通り五鳳会加盟店

漱金牡・旗レ田商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（841）4965
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立華1月　始まった一般募集

ご
あ
い
さ
つ

　
全
日
本
仏
教
会
理
事
長

　
　
　
　
　
野
　
口
　
善

雄

　
第
＋
六

回
世
界
仏

教
徒
会
議

が
、
今
秋

十
一
月
ロ

サ
ン
ゼ
ル

’

ス
市
で
開
催
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
の

大
会
に
は
、
本
会
の
大
谷
光
真
会
長
（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
御
門
主
）
を
は
じ
め
、
諸
宗
派
よ

り
多
数
の
代
表
者
が
ご
出
席
さ
れ
、
世
界
各
国

の
仏
教
徒
と
友
好
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
地
で
開
教
に
献
身
さ
れ
て
い

る
開
教
使
の
方
々
や
日
系
人
信
徒
の
方
々
と
の

藻
蟹
藻
湊
潮
解
蟹
瑛
藻
藻
藻
蟹
藻
藻
、
蟹
、
蟹
藻
、
藻
’
瀕
一
環
一
環
一
縷
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

灘
装
’
≧
芦
）
≧
〉
、
芝
’
≧
≧
芝
蝦
芳
信
）
≧
芦
、
§
蒙
’
》
，
≧
努
、
夢
解
M

、
ノ
＼
（
ノ
版
ダ
、
ノ
⊂
馬
〔
ノ
版
，
、
r
『
、
、
r
⊂
し
，
、
」
＼
，
、
ノ
版
（
ノ
㌦
〔
ノ
汽
，
、
ノ
㌦
，
」
ノ
阪
♂
、
く
，
、
ノ
『
（
」
「
，
、
」
へ
，
、
ノ
㌦
，
、
ノ
「
．
，
」
ノ
㌧
，
、
」
㌦
，
、
r
『
，
、
ノ
㌦
，
、

398，000円
ll月19日（±）～1「月27日（日）

50名（お申込メ切日10月置8日）

■旅行代金

■旅行期間

■募集人員

97
日泊

交
流
の
機
会
も
持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
屈
指
の
景
勝
の
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
西

海
岸
で
催
さ
れ
る
、
こ
の
自
認
あ
る
大
会
に
一

人
で
も
多
く
の
方
が
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
誘
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
ツ
ア
ー
に
御
参
加
の
方
は
、
大
会
開
会

　
式
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日次 月日（曜） 地　　　名 現地時聞 交通機関 予　　　　　定 宿泊地

東　京（成田）発
航空機

iAL
璽　　　騨　　　一　　　曹　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　9　　　F　　　一　　　甲　　　甲　　　辱　　　一

…… 総ﾛ日付変更線通過……
1 口月19日出 ロサンゼルス着 昼頃 着後：市内観光（チャイニーズ・ ロサンゼルス

シアター、ハりウッドホールなど）

後、ロサンゼルス仏教各宗連合会

との交歓会

専用バス （A）ディズニーランド観光

2 ll月20日（日） ロサンゼルス
（B）マりナデルレイ・サンタモニカ

@観光
ロサンゼルス

（A）・（B）いつれかお選び下さい。

専用バス 午前：各宗寺院参拝・市内観光

3 ll月2旧㈲ ロサンゼルス 午後：第16回世界仏教徒会議ロサ ロサンゼルス

ンゼルス大会開会式に出席

ロサンゼルス発 午前 航空機

4 ll月22日㈹ メキシコシティ経由 メ　リ　ダ

メ　リ　ダ　着 着後：ホテルへ

専用パス 且日：ウシュマルの遺跡観光

5 Il月23日㈱ メ　　リ　　ダ （マヤ文明の地見学） メリダ
カバーの遺跡見学

メ　リ　ダ　発 午前 航空機

6 ll月24日休）
メキシコシティ着 専用パス 着後：市内観光（国立宮殿、カテ

hラルなど）及び国立人類学博物

ﾙ観光

メキシコシティ

朝バス 1日：メキシコシティ郊外のテオ

7 18月25日㈹ メキシコシティ
ティワカン遺跡

i太陽のピラミッド・月のピラミ

bドなど）

メキシコシカ

メキシコシティ着 午前 航空機

8 日月26日（±） ロサンゼルス着 機　　中
ロサンゼルス発 JAL曹　　　幽　　　噂　　　一　　　一　　　一　　　r　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　嘗　　　一

i予定）
一…一一 総ﾛ日付変更線通過……

9 日月27日（日） 東京（成田）着 午後

一4一
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W
F
B
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
余
国
が
参
加

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
は
、
昭
和
2
5

年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ
ン
ボ
に
お
い
て
、

当
時
セ
イ
ロ
ン
大
学
教
授
マ
ラ
ラ
一
二
ケ
ラ
博

士
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
世
界
の
仏
教
徒
の
友

好
親
善
を
は
か
り
、
仏
陀
の
崇
高
な
教
義
を
普

及
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
第
一
回
W
F
B
大
会

を
開
催
。
以
来
、
二
、
三
年
毎
に
世
界
の
仏
教

事
業
の
研
究
及
び
組
織
と
活
動
の
点
検
、
親
善

交
流
の
場
と
し
て
大
会
を
開
催
し
て
き
た
。

　
W
F
B
は
現
在
本
部
は
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
に

あ
り
、
世
界
各
国
七
十
以
上
が
加
盟
。
日
本
で

は
一
白
日
本
仏
教
会
が
そ
の
唯
一
の
セ
ン
タ
ー

に
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
昭
和
2
7
年
と
5
7
年

の
二
回
、
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
な
お
前

回
第
十
五
回
大
会
は
ネ
パ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
お
問
い
合
せ
先
－

全
日
本
仏
教
会

　
　
国
際
文
化
部

　
　
　
　
　
0
3
（
4
3
7
）
9
2
7
5

　
全
日
本
仏
教
会
関
西
事
務
局

　
　
　
　
　
0
7
5
（
3
7
1
）
0
8
7
7

税
務
セ
ミ
ナ
ー
開
く

　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
宗
務
庁
講
堂

　
浄
土
宗
教
区
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
税
務
セ

ミ
ナ
ー
が
、
去
る
六
月
十
六
日
、
浄
土
宗
宗
務

庁
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

345，000円
Il月19日（土）～ll月26日（土）

100名（お申込メ切日10月18日）

■旅行代金

■旅行期間

■募集人員

日次 月日（■） 地　　　名 現地時聞 交通機関 予　　　　定 宿泊地

タ方 航空機

東　京（成田）発 JAL
i予定）

1 ll月円日（ガ
■　　雪　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　冒　　一　　璽　　一　　一　　r　　一

鴻Tンゼルス着

一　　　哺　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　曽　　　辱　　　一　　　一　　　一

……
総ﾛ日付変更線通過一一一…

?縺F市内観光（チャイニーズ・シ
ロサンゼルス

アター、ハリウッドボールなど）

後、ロサンゼルス仏教各宗連合会

との交歓会

専用バス （A）ディズニーランド観光

2 ll月20日㈲ ロサンゼルス
（B）マリナデルレイ・サンタモニカ

@観光
ロサンゼルス

（A）・（B）いつれかお選びください。

専用バス 午前：各宗寺院参拝・市内観光

3 11月21日（月） ロサンゼルス 午後：第16回世界仏教徒会議ロサ ロサンゼルス

ンゼルス大会開会式に出席

ロサンゼルス発 午前 航空機 着後：ホテルへ　　　　自由行動

ラスベガス着 午後 匝］グランドキャニオン（遊覧飛行）

4 日月22日㈹ 観光 ラスベガス

夜＝ラスベガスにてディナーショ

一

ラスベガス発 午前 航空機

5 口月23日㈱
サンフランシスコ着 午後 着後：市内観光（フィッシャーマ

サンフランシスコ

ンズワーフ、金門橋、ツインビー

クスなど）

6 目月24日㈱ サンフランシスコ 1日：モントレー・カーメル観光 サンフランシスコ

サンフランシスコ発 午前 航空機

ロサンゼルス着 午前
7 Il月25日㈹

ロサンゼルス発
JAL

機　　中

一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　騨　　曜　　一　　辱　　＿ 幽　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　卿　　　囎　　　｝　　　一

i予定） …… 総ﾛ日付変更線通過……

8 ll月26日仕） 東　京（成田）着
午後

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
西
海
岸
コ
ー
ス

86
日泊

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
現
在
各
都
道
府
懸
仏
教

会
主
催
で
行
な
わ
れ
て
い
る
「
宗
教
法
人
セ
ミ

ナ
ー
」
を
浄
土
宗
教
区
会
議
長
会
研
修
会
の
席

で
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
浄
土
宗
か
ら
本

会
に
あ
り
、
全
仏
及
び
山
一
証
券
株
式
会
社
の

後
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
を
長
谷
川
正
浩
全
仏
顧
問
弁
護
士
と
高

木
正
博
山
一
讃
券
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
室
部
長
が

つ
と
め
、
「
何
故
、
税
務
指
導
が
必
要
か
」
の
テ

ー
マ
で
講
演
し
た
。

○
お
申
込
み
先
「
1

　
日
本
交
通
公
社

　
　
団
体
旅
行
東
京
中
央
支
店

　
　
　
　
　
0
3
（
2
5
7
）
8
4
2
1

　
　
京
都
四
条
支
店

　
　
　
　
　
0
7
5
（
2
4
1
）
3
1
8
1

　
浄
土
宗
の
全
国
各
教
区
会
議
下
血
三
十
名
は
、

メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
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0
0

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
山
　
本
　
　
　
杉
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
　
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
二
一
一
一
一
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
…
…
　
〇
三
（
九
一
〇
）
一
二
八
九

＝
＝

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
　
　
長
渡
　
邊
　
静
　
波
野
　
　
務
藤
　
澤
　
實
　
晟
　
同
　
　
田
　
坂
　
芳
　
穂
　
同
　
　
藤
　
井
　
映
　
月
　
同
　
　
北
　
條
成
　
之
　
同
　
　
柱
　
松
青
轡
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
古
　
賀
　
制
　
二
参
　
　
務
本
　
間
義
博
　
同
　
　
不
　
破
　
　
　
仁
　
同
　
　
熊
　
谷
　
宗
　
恵
　
同
　
　
管
　
原
　
　
　
釣
　
同
　
　
村
　
上
　
耕
　
二
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

”“
D≡

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
燈
　
　
主
小
倉
難
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
－
二
二
〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
）
一
二
〇
一

」
困
一
≡
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。
　
　
浄
土
宗
宗
務
庁
0

孝
道
教
団
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
耐
量
的
証
　
野
　
鄭
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
捌
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
＝
一
〇
一

＝
＝

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
灘
　
振
蓮
生
善
隆
鯨
譜
総
画
阿
　
部
　
本
　
宣
総
　
　
務
山
　
地
　
善
　
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
三
⊥
ニ
ー
一
〒
鵬
　
○
八
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一
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大
雄
山
並
乗
寺
山
　
　
主
余
　
語
　
翠
巌
紀
　
　
綱
阿
　
部
　
顕
　
瑞
副
　
　
三
豊
　
島
　
健
　
生
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
七
〒
細
窺
〇
四
六
五
（
七
四
）
三
＝
コ

東
京
都
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
大
　
谷
　
昌
　
之
理
事
長
岩
　
崎
　
宗
　
秀
事
務
局
長
白
　
川
　
謙
　
敬
東
京
都
世
田
谷
区
松
原
五
－
四
三
⊥
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
法
寺
内
〒
鵬
　
〇
三
（
三
二
一
）
〇
二
〇
五

　
　
　
　
罰
　
麟
松
村
祐
澄
　
　
　
　
繍
殊
総
嚴
吉
　
田
　
裕
　
信
　
　
　
　
繍
務
部
鮒
鈴
　
木
　
快
　
憧
　
　
　
　
繍
学
部
蹄
森
　
尾
　
教
　
禅
“
“
．
一
．
　
野
部
節
藤
橋
泰
信
≡
　
　
　
　
華
務
長
手
　
嶋
　
千
　
俊
」
開
　
　
　
　
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
　
卿
≡
　
〒
鵬
。
七
五
（
四
↓
ハ
…
五
五

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
山
　
本
　
道
　
隆
副
会
長
江
　
連
　
俊
　
則
　
同
　
　
河
　
野
　
亮
　
永
専
務
理
事
酒
　
井
　
文
　
雄
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
ニ
ー
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屡
屡
会
館
〒
鰯
　
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
＝
二
八

一8一
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。
　
　
岐
阜
県
仏
教
会
0
　
名
誉
会
長
谷
　
　
　
耕
　
月
　
　
　
纐
議
院
議
賄
杉
　
山
　
令
　
肇

愛
知
県
仏
教
閉
会
　
　
長
宇
佐
美
　
諦
　
練
副
会
長
瀬
　
辺
　
淳
　
信
　
　
同
　
　
亀
　
山
　
黙
　
道
　
　
同
　
　
江
　
川
　
辰
　
三
名
古
屋
市
東
区
東
桜
　
　
　
ニ
ー
一
六
－
五
一
梅
屋
寺
内
〒
姐
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四

＝
＝

神
奈
川
県
立
教
会
会
　
　
長
福
　
永
　
隆
　
昭
副
会
長
小
　
崎
　
竜
　
雄
　
　
同
　
　
横
　
山
　
敏
　
明
　
　
同
　
　
柳
　
下
　
隆
　
侃
　
　
同
　
　
大
　
井
　
重
　
忠
事
務
局
長
本
　
間
　
孝
　
康
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
蹴
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

””
D
≡
」
国
宝
一
一
7
　

全
日
仏
理
事
橘
　
　
　
感
　
月
会
　
　
草
加
　
納
　
博
　
司
副
会
長
森
　
　
　
芳
　
雄
　
　
同
　
　
龍
　
　
　
俊
美
　
　
同
　
　
野
　
村
　
正
　
之
理
事
長
竹
　
市
　
　
　
周
徽
灘
云
飾
寺
　
町
　
研
　
山
事
務
局
長
　
松
　
　
波
　
　
古
同
　
義
岐
阜
市
西
野
町
三
－
一
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
岐
阜
別
院
内
〒
細
　
〇
五
八
二
（
六
六
）
七
八
〇
三

京
都
佛
教
会
会
　
　
長
東
伏
見
　
慈
沿
理
　
事
　
長
　
有
　
・
馬
　
　
頼
　
　
底
常
務
理
事
大
島
亮
　
準
　
　
同
　
　
清
　
瀧
　
智
　
弘
京
都
市
上
京
区
丸
太
町
通
千
本
東
入
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ザ
ー
ビ
ル
ニ
階
〒
棚
　
〇
七
五
（
八
〇
一
）
二
五
三
七
F
A
X
　
O
七
五
（
八
〇
一
）
二
五
三
八
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。
　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
　
　
　
　
宗
務
本
所
　
0
　
　
　
　
管
　
　
長
倉
内
　
松
堂
　
　
　
　
宗
務
総
長
竹
　
中
　
玄
　
鼎
　
　
　
　
総
務
部
長
横
　
山
　
尚
　
空
＝
＝
　
　
　
　
教
学
部
長
中
島
義
　
観
　
　
　
　
財
務
部
長
瑞
　
岩
　
宗
　
園
　
　
　
　
四
顧
飴
馬
場
義
光
　
　
　
法
務
部
長
古
　
田
　
宗
　
忠
　
　
　
　
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
　
　
　
　
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
＝
二
二
一

天
台
宗
務
庁
宗
務
総
長
江
　
田
．
廣
　
典
鯵
務
部
踏
高
　
松
　
義
　
寛
鯵
学
部
賭
水
　
尾
　
真
　
寂
鯵
会
部
踏
北
　
角
　
円
　
日
直
務
部
賄
熊
　
谷
　
亮
　
澄
総
務
室
長
市
　
原
　
孝
　
寿
大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号
〒
脚
胡
　
〇
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺
講
　
　
有
梶
本
　
日
　
喬
宗
務
総
長
長
谷
川
　
日
　
序
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
東
竪
町
一
一
〇
〒
枷
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
「
一
六
六

総
本
山
誓
願
寺
浄
　
　
土
　
　
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所
管
　
　
長
桜
間
観
刹
宗
務
総
長
鵜
　
飼
　
慶
　
範
京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
三
〒
脳
　
〇
七
四
（
二
一
二
）
〇
九
五
八

“…
D

≡
乙
国
囲
三
≡

信
貴
山
真
言
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
管
　
　
長
野
　
澤
　
密
　
豊
前
管
長
鈴
　
木
　
鳳
　
永
宗
務
長
田
　
中
　
真
　
瑞
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
O
I
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
長
稲
　
田
　
稔
　
界
脚
本
報
竺
釦
森
　
　
　
寛
　
紹
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
塒
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八
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0
0

臨
済
宗
東
福
寺
派
宗
務
総
長
岡
　
平
　
篤
　
道
京
都
市
東
山
区
本
町
一
五
　
　
　
　
　
　
東
福
寺
派
宗
務
本
院
〒
晒
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
五
二
〇
七

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
管
　
　
長
勝
　
又
　
俊
　
教
宗
務
総
長
吉
　
田
　
俊
　
誉
総
務
部
長
　
川
　
田
　
聖
　
定
教
化
部
長
高
　
梨
　
宥
　
興
教
務
部
長
栗
　
山
　
明
　
憲
財
務
部
長
杉
　
本
　
亮
　
一
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
一
八
〒
皿
　
〇
三
（
九
四
五
）
〇
六
三
九

灘
伝
閲
教
翫
仏
鞭
十
月
法
㎜
団
〒
財

真
言
宗
須
磨
寺
派
管
　
　
長
楽
　
池
　
義
　
人
神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
－
六
－
八
〒
脳
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

……

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
　
中
　
　
山
　
寺
兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
二
⊥
一
⊥
〒
鰯
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

」
閑
三
，
＝

真
　
理
　
舎
主
　
　
管
友
　
松
　
諦
　
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
⊥
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
八
三
〒
期
　
〇
三
（
二
五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二
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O
O

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
　
　
首
鶴
見
照
　
碩
千
葉
県
成
田
市
成
田
一
〒
蹴
　
〇
四
七
六
（
二
二
）
二
一
＝

新
潟
県
仏
教
会
会
　
　
長
中
　
村
　
啓
　
識
長
岡
市
上
田
町
　
三
聖
寺
内
〒
脚
　
〇
二
五
八
（
三
三
）
一
五
八
六

＝
＝

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
貫
　
　
首
丹
　
羽
　
廉
　
芳
副
貫
首
宮
　
崎
変
　
保
西
　
　
堂
大
久
保
　
道
舟
監
　
　
口
上
　
月
　
照
　
宗
後
　
　
堂
星
　
　
　
証
　
道
三
田
院
山
　
田
　
康
　
夫
副
監
院
佐
　
藤
　
宗
　
紹
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
高
志
比
〒
脚
覗
　
〇
七
七
六
（
六
三
）
　
　
　
　
　
　
　
三
一
〇
一
～
九

真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
化
　
　
景
勝
　
又
　
俊
　
教
事
務
長
水
　
谷
　
賢
　
照
法
務
執
事
寺
　
沢
　
栄
　
章
教
務
執
事
佐
　
藤
　
智
　
仙
財
務
執
事
岩
　
田
　
秀
　
孝
総
務
執
事
蓮
　
　
　
俊
　
孝
蕨
京
出
餓
吉
　
野
　
孟
　
彦
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
i
一
〒
鵬
胡
　
〇
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
柴
　
田
　
昌
　
源
執
事
長
石
　
塚
　
慈
　
仇
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
〒
子
下
　
〇
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
一
三

……
D

聖
観
音
宗
金
龍
山
　
浅
　
草
　
寺
代
表
役
員
大
　
森
　
亮
　
雅
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
－
一
〒
m
　
O
三
（
八
四
一
）
〇
一
八
一

≡

大
本
山
　
護
　
國
　
寺
貫
　
　
主
小
　
林
　
良
　
弘
執
　
　
事
岡
　
本
　
永
　
司
院
　
　
盤
上
　
谷
良
祐
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
一
四
〇
1
一
〒
m
　
O
三
（
九
四
一
）
〇
七
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
〇
六

」
図
囲
三
，
＝

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四
〒
㎝
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一
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@
真
言
宗
智
山
派

大
本
山
　
川
崎
大
師
平
間
寺

門院総執執常

首
高
　
橋
　
隆
　
天

代
茂
　
木
　
隆
　
応

務
馬
　
本
　
克
　
美

綱
　
原

隆
　
　

事
野
　
澤
　
隆
　
幸

務
小
　
林
　
俊
　
一

川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
八

〒
㎜
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

西
新
井
大
師

総

持

寺

東
京
都
足
立
区
西
新
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一
五
－
一

〒
塒
　
〇
三
（
八
九
〇
）
二
三
四
五

全
仏
ロ
ビ
ー

映
画
『
無
燈
』

　
本
会
推
薦
の
映
画
で
あ
り
ま
す
。

　
い
わ
ず
と
知
れ
た
井
上
靖
の
名
作
『
敦

燈
』
の
映
画
化
。
仏
教
を
讃
え
る
内
容
で

あ
り
、
ま
た
老
若
男
女
誰
で
も
安
心
し
て

鑑
賞
で
き
る
健
全
な
映
画
で
あ
る
こ
と
か

ら
推
薦
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
。

　
な
か
な
か
楽
し
め
る
映
画
に
仕
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　
中
国
人
民
解
放
軍
の
協
力
に
よ
る
と
い

う
大
戦
闘
シ
ー
ン
や
、
敦
煙
城
炎
上
な
ど

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
も
迫
力
が
あ
り
、
ま
た
テ

ン
ポ
も
良
く
二
時
間
半
の
上
映
時
間
も
苦

に
な
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
『
新
幹
線
大
爆

破
』
と
い
う
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
の
傑
作
を

撮
っ
た
佐
藤
純
弥
監
督
の
面
目
躍
如
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
で
す
ね
、
推
薦
し
て
い
る
手
前
、

批
判
め
い
た
こ
と
を
い
う
の
は
お
か
し
い

の
で
す
が
、
私
個
人
の
意
見
を
い
わ
せ
て

も
ら
え
ば
、
全
体
的
に
な
ん
と
も
大
味
で

物
足
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
て
い
う
な
ら
ば
、
大
企
業
が
経

営
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理

み
た
い
な
映
画
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
か
。
お
客
を
集
め
る
こ
と
に
最
大
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
で
す
。

　
飾
り
つ
け
（
見
せ
場
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

シ
ー
ン
）
が
豪
華
で
、
低
コ
ス
ト
な
が
ら

贅
沢
な
材
料
（
俳
優
）
を
使
用
。
味
の
方
は

ま
あ
ま
あ
そ
れ
な
り
。
と
は
い
え
何
か
物

足
り
な
く
て
、
こ
の
味
で
こ
の
値
段
は
少

々
高
い
か
な
と
も
思
う
が
、
大
き
な
エ
ビ

（
お
金
を
か
け
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
シ
ー
ン
、

ミ
ス
キ
ャ
ス
ト
な
が
ら
人
気
俳
優
）
も
入

っ
て
い
る
し
、
ま
あ
い
い
か
と
納
得
し
て

し
ま
う
。
そ
ん
な
、
な
に
か
だ
ま
さ
れ
た

よ
う
な
、
釈
然
と
し
な
い
気
持
ち
の
残
る

料
理
（
映
画
）
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
つ
な
く
作
っ
て
あ
っ
て
見
せ
場
も
た

っ
ぷ
り
で
そ
れ
な
り
に
楽
し
め
ま
す
が
、

人
を
本
当
に
感
動
さ
せ
る
一
番
大
切
な
肝

心
な
何
か
が
足
り
な
い
ん
で
す
な
。

　
前
半
の
戦
闘
シ
ー
ン
の
ひ
と
つ
を
カ
ッ

ト
し
て
、
そ
の
分
の
費
用
と
労
力
と
上
映

時
間
を
ド
ラ
マ
の
部
分
に
注
い
で
も
ら
い

た
か
っ
た
で
す
。

　
主
人
公
の
若
者
趙
行
徳
を
演
じ
た
佐
藤

浩
一
と
敦
煙
の
大
使
曹
延
恵
の
田
村
高
廣

が
好
演
。
大
変
印
象
に
残
り
ま
す
。

全
仏
推
薦
度
　
★
★
★
★
★

娯
楽
度
　
　
　
★
★
★
★

私
の
評
価
　
　
★
★

（
上
田
）

一13一

融　皆二、輝　，　，・



一
　
　
　
レ

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和63年7月1日

　
地
域
社
会
に
「
問
題
」
が
な
い
と
い
う
理

由
で
、
こ
れ
ま
で
「
同
和
問
題
」
に
関
わ
る

こ
と
は
意
識
的
に
避
け
ら
れ
、
話
題
に
も
上

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
た
と
え
地
域

社
会
に
「
同
和
問
題
」
が
あ
っ
て
も
、
住
職

な
ど
寺
院
側
の
人
間
が
、
宗
教
者
の
立
場
で

そ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
ご
く
少
数
の
例

外
を
除
い
て
、
残
念
な
が
ら
最
近
ま
で
な
か

っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
そ
れ
は
、
「
折
角
う
ま
く
い
っ
て
い
る
寺
檀

関
係
に
、
波
風
を
立
て
た
く
な
い
」
か
ら
で

あ
っ
た
し
、
「
寝
た
子
は
を
起
こ
す
な
、
そ
う

す
れ
ば
自
然
に
差
別
は
な
く

な
る
し
と
い
う
、
差
別
者
の

手
前
勝
手
な
思
い
込
み
の
た

め
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
日
、
寺
院
住

職
な
ど
寺
院
側
の
人
間
は
、

自
ら
が
主
体
的
に
関
わ
ら
な

い
と
解
決
で
き
な
い
、
「
差
別

戒
名
」
や
「
身
元
調
査
」

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

然
解
消
論
L
的
な
考
え
方
や
態
度
は
、

席
し
た
直
後
は
、
す
ぐ
に
で
も
「
差
別
戒
名
」

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
着
手
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
翌
日
に
な
る
と
忙

し
さ
に
か
ま
け
て
先
送
り
を
し
、
翌
々
日
に

は
、
つ
い
億
劫
に
な
り
、
そ
し
て
、
そ
の
内

に
「
忘
れ
て
」
し
ま
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ

ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
回
は
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い

と
思
っ
た
。
四
月
の
会
合
の
あ
っ
た
日
の
夜
、

早
速
、
檀
家
さ
ん
に
電
話
し
よ
う
と
決
心
し

た
。　
「
差
別
戒
名
」
墓
石
の
あ
る
当
該
墓
地
を

B
寺
の
住
職
で
す
。
お
宅
の
墓
地
の
墓
石
の

こ
と
で
相
談
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
近
々
に

お
邪
魔
し
た
い
の
だ
が
、
時
間
を
と
っ
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。

　
す
る
と
、
ウ
イ
ー
ク
・
デ
ー
は
勤
め
が
あ

る
の
で
無
理
だ
が
、
そ
の
週
の
土
曜
の
午
後

な
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら

に
、
「
住
職
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
に
は
及
ば
な

い
。
私
の
方
か
ら
お
寺
へ
お
伺
い
し
ま
し
よ

う
」
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。

　
土
曜
日
、
S
さ
ん
が
訪
ね
て
来
た
。

　
住
職
は
、
意
を
決
し
て
話
し
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
問
題
に
直
面
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
な
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

ま
ま
現
在
進
行
形
の
部
落
差
別
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
「
差
別
戒
名
」
墓
石
の
改
正
、

差
別
解
消
の
取
組
み
が
進
展
し
な
い
の
は
、

寺
院
．
宗
教
者
側
の
「
取
組
も
う
と
し
な
い
」

と
こ
ろ
に
こ
そ
、
そ
の
根
本
原
因
が
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
1
◇
一
◇
1

　
宗
門
主
催
の
「
同
和
」
研
修
会
な
ど
に
出

1
続
・
「
差
別
戒
名
」
墓
石
改
正
へ
向
け
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
洞
宗
人
権
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
推
進
本
部

ず
う
っ
と
お
守
り
し
て
い
た
お
年
寄
り
が
、

近
年
、
亡
く
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
お
墓
を

守
っ
て
い
る
は
ず
の
親
戚
の
名
前
は
知
っ
て

い
た
が
、
そ
の
連
絡
先
は
、
は
っ
き
り
し
て

い
な
か
っ
た
。

　
電
話
帳
で
当
該
檀
家
の
親
戚
を
捜
し
た
が
、

地
元
の
M
町
内
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

隣
の
T
市
の
電
話
帳
で
捜
し
た
と
こ
ろ
、
同

姓
の
数
十
軒
の
中
に
、
よ
う
や
く
「
S
」
と

い
う
名
前
を
見
つ
け
た
。

　
S
さ
ん
宅
へ
電
話
を
し
た
。

　
「
突
然
の
電
話
で
恐
縮
で
す
が
、
M
町
の

柚
　
木
　
祖
　
元

　
実
は
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
の
墓
地
の
墓
石

の
中
に
「
差
別
戒
名
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

「
差
別
戒
名
」
と
い
う
の
は
、
被
差
別
部
落

の
ホ
ト
ケ
様
に
だ
け
付
け
ら
れ
た
戒
名
で
、

「
革
門
・
革
尼
・
僕
男
・
僕
女
・
連
濁
・
ト

黒
」
な
ど
の
こ
と
だ
。
江
戸
時
代
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
誠
に
申
し
訳
な
い
差
別
を
し
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
、
今
日
ま
で
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
き
た
こ
と
も
、
心
か
ら
お
詫
び
し
た

い
。　
住
職
の
話
し
に
耳
を
傾
け
て
い
た
S
さ
ん

の
顔
色
が
変
わ
っ
た
。
顔
面
を
蒼
白
に
し
て
、

　
「
ま
さ
か
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
。

全
く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

　
住
職
は
続
け
て
話
し
を
す
る
。
こ
の
ま
ま

「
差
別
戒
名
」
墓
石
が
墓
地
に
あ
る
と
、
再

び
差
別
に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
寺

の
境
内
に
移
し
て
お
祀
り
し
た
い
。
八
月
の

お
盆
ま
で
に
は
、
寺
院
墓
地
の
合
祀
塔
に
合

祀
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
ぜ
ひ
了
解
し
て

ほ
し
い
。
具
体
的
な
こ
と
は
、
宗
務
庁
か
ら

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
の
で
、
そ
ち
ら
と
も

連
絡
を
と
り
、
早
速
、
作
業
に
取
り
掛
り
た

い
。
　
S
さ
ん
は
、
そ
の
日
、
お
お
よ
そ
に
お
い

て
同
意
し
て
く
れ
た
。

　
　
　
1
◇
一
◇
i

　
こ
の
話
し
は
、
一
九
八
八
年
五
月
九
日
の

研
修
会
で
の
体
験
発
表
の
一
こ
ま
で
あ
る
。

こ
の
住
職
の
発
表
は
淡
々
と
し
た
も
の
だ
っ

た
が
、
た
い
へ
ん
に
感
動
的
だ
っ
た
。

　
差
別
問
題
を
目
の
前
に
し
た
時
に
、
　
「
反

差
別
」
か
「
差
別
」
か
、
ど
ち
ら
か
を
二
者

択
一
で
選
び
取
る
こ
と
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
に
お
い
て
、
安
易
な
「
差
別
」
の
道

を
選
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
住
職
は
、
発
表
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

何
度
か
の
「
つ
ま
ず
き
」
を
経
験
し
た
あ
と
、

出
塁
関
係
に
「
波
風
が
立
つ
」
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
や
、
　
「
安
易
な
道
」
へ
の
誘

惑
を
乗
り
越
え
、
差
別
解
消
の
た
め
の
「
反

差
別
」
の
道
、
仏
教
者
本
来
の
道
を
歩
み
出

し
た
の
で
あ
る
。
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す
る
と
き
は
有
料
・
無
料
に
拘
ら
ず
課
税
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
課
税
の
対
象
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
　
　
（
宮
城
県
Q
寺
住
職
）

（
回
答
）
宗
教
法
人
が
本
来
の
活
動
用
に
使

う
駐
車
場
で
あ
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
地
方

税
法
三
四
八
条
二
項
三
号
、
四
号
は
「
墓
地
」
と

「
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の
本
来
の
用
に
供
す

る
宗
教
法
人
法
三
条
に
規
定
す
る
境
内
建
物

及
び
境
内
地
」
に
は
固
定
資
産
税
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
し
て
い
ま
す
。
「
宗

教
法
人
法
主
三
条
に
規
定
す
る
建
内
建
物
及

び
境
内
地
」
と
は
、
宗
教
法
人
法
第
二
条
に

規
定
す
る
宗
教
法
人
の
目
的
、
す
な
わ
ち
「
宗

教
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、

及
び
信
者
を
教
化
育
成
す
る
こ
と
」
の
た
め

に
必
要
な
当
該
宗
教
法
人
に
固
有
の
建
物
お

な
田
舎
で
あ
っ
て
も
、
い
や
田
舎
で
あ
れ
ば

な
お
さ
ら
、
自
家
用
車
が
必
要
だ
と
い
え
ま

す
。
車
が
二
台
以
上
あ
る
家
庭
も
め
ず
ら
し

い
こ
と
で
は
な
く
な
ρ
て
い
ま
す
。
と
い
う

こ
と
は
檀
信
徒
、
・
門
徒
さ
ん
も
同
じ
こ
と
、

寺
に
参
詣
す
る
に
は
車
が
不
可
欠
の
時
代
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
お
寺
に
も
駐
車
場
が
檀

信
徒
の
為
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
檀
信
徒
が
お
寺
に
車
で

来
る
と
い
う
こ
と
は
、
寺
に
参
詣
す
る
、

儀
式
行
事
に
参
加
す
る
為
で
す
か
ら
そ
の
為

に
使
わ
れ
る
駐
車
場
は
、
宗
教
法
人
法
馬
二

条
に
規
定
す
る
宗
教
法
人
の
目
的
の
為
に
使

用
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
限
り
駐
車
場
は
前
記

の
地
方
税
法
に
い
う
「
宗
教
法
人
が
専
ら
そ

（
質
問
）
法
律
相
談
室
に
お
伺
い
申
し
上
げ

ま
す
。
過
般
当
寺
隣
接
地
に
売
地
が
出
て
、

檀
信
徒
の
浄
財
の
御
協
力
を
得
て
、
参
拝
者

専
用
駐
車
場
と
し
て
購
入
し
、
宗
務
当
局
等

関
係
機
関
の
手
続
も
経
、
境
内
地
と
し
て
登

記
も
完
了
致
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
先
般
市
役
所
固
定
資
産
税
課
か

ら
課
税
通
知
が
き
ま
し
た
の
で
理
由
を
き
い

た
と
こ
ろ
、
宗
教
法
人
法
三
条
に
い
う
境
内

建
物
及
び
境
内
地
の
な
か
に
駐
車
場
と
い
う

言
葉
は
で
て
こ
な
い
、
駐
車
場
と
し
て
使
用

よ
ぴ
工
作
物
な
ら
び
に
土
地
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
宗
教
法
人
が
も
っ
ぱ
ら
そ
の
本

来
の
用
に
供
す
る
」
境
内
建
物
等
と
は
、
宗

教
法
人
法
第
二
条
に
規
定
す
る
宗
教
法
人
の

前
記
目
的
の
用
に
も
っ
ぱ
ら
供
さ
れ
る
よ
う

な
境
内
建
物
等
を
い
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
云
え
ば
檀
信
徒
を
教
化
し
た
り
、
儀

式
行
事
を
行
っ
た
り
す
る
の
に
必
要
な
土
地

は
課
税
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ

ろ
で
お
尋
ね
の
駐
車
場
は
ど
う
で
し
よ
っ
か
。

現
代
の
よ
う
な
車
社
会
に
あ
っ
て
は
、
ど
ん

の
本
来
の
用
に
供
す
る
宗
教
法
人
法
第
三
条

に
規
定
す
る
境
内
地
」
と
な
る
こ
と
は
改
め

て
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ

登
記
簿
上
も
地
目
が
「
境
内
地
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
駐
車
場
を
公
益
事
業
（
例
え
ば
幼
稚

園
経
営
や
保
育
園
経
営
）
の
た
め
に
使
用
す

る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
ま
た
別
の
検
討
が
い

り
ま
す
が
、
幼
稚
園
や
保
育
園
経
営
の
為
な

ら
ば
固
定
資
産
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
お
寺
で
営
む
収
益
事
業
の
為
に
（
例
え
ば

結
婚
這
這
宴
に
席
貸
し
を
す
る
場
合
等
）
こ

の
駐
車
場
を
使
う
と
な
れ
ば
、
固
定
資
産
税

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
固
定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
判
定
す
る
権
限
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
即
ち
、
地
方
税
法
三
四

八
条
二
項
の
非
課
税
扱
い
を
実
施
す
る
手
続

如
何
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

各
市
町
村
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
法
三
条
）
。
従
っ
て
各

市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
自
治
省
が
作

成
し
た
条
例
の
ひ
な
型
に
よ
れ
ば
、
非
課
税

申
告
書
を
お
寺
か
ら
市
町
村
長
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
市
町
村

に
よ
っ
て
は
所
轄
庁
の
境
内
建
物
・
境
内
地

証
明
書
を
添
付
す
る
よ
う
要
求
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
県
の
宗
教
法
人

の
係
で
右
の
証
明
を
し
て
も
ら
っ
て
市
町
村

へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
貴
寺
の
場

合
も
大
て
い
こ
の
よ
う
な
手
続
で
課
税
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う

一
度
市
役
所
を
訪
れ
て
担
当
者
に
相
談
し
て

み
て
下
さ
い
。

　
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
お
寺
で
は

　
そ
の
当
課
税
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
報
告

　
が
あ
り
ま
し
た
。
）

　
　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月

　
第
二
・
第
四
木
隔
日
午
後
一
時
か
ら
四

　
時
ま
で
、
長
谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律

　
無
料
相
談
室
」
を
開
股
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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巨
樹
・
巨
木
材
の
調
査

環
境
庁
か
ら
依
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
御
協
力
を

　
環
境
庁
自
然
保
護
局
か
ら
全
日
本
仏
教
会
へ
、

左
記
の
よ
う
な
「
巨
樹
・
巨
木
林
調
査
」
の
協

力
を
依
頼
す
る
文
書
が
届
き
ま
し
た
。

　
環
境
庁
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
全
国
の

「
巨
樹
・
巨
木
林
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
悠
久
の
時
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
巨
樹
、
巨
木

林
は
、
我
が
国
の
森
林
、
樹
木
の
象
徴
的
存
在

で
あ
り
、
良
好
な
景
観
を
形
成
し
た
り
、
野
生

鳥
獣
の
営
巣
の
場
と
な
る
な
ど
、
自
然
環
境
保

全
上
重
要
な
価
値
を
有
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

年
輪
等
に
過
去
の
気
候
や
環
境
の
状
況
を
記
録

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
気
象
等
の
研
究
素
材

と
し
て
の
学
術
的
価
値
に
も
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と

な
り
、
あ
る
い
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
人

々
に
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
る
な
ど
、
生
活

環
境
保
全
面
か
ら
も
重
要
な
自
然
環
境
資
源
で

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
巨
樹
、
巨
木
林
の

実
態
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
環
境
庁
で
は
、
第
4
回
自
然

環
境
保
全
基
礎
調
査
（
い
わ
ゆ
る
「
緑
の
国
勢

調
査
」
）
の
一
環
と
し
て
、
巨
樹
、
巨
木
林
の
現

況
を
全
国
的
に
調
査
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
か
ら
各
都
道
府
県
に
委
託

さ
れ
、
地
元
市
町
村
な
ど
の
御
協
力
の
も
と
に

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
調
査
で
は
、
幹
周
を

実
測
す
る
ほ
か
、
周
囲
の
状
況
、
信
仰
対
象
や

保
護
制
度
の
有
無
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
調
査
の
趣
旨
に
御
理
解

を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
調
査
の
実
施
に
御
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

奥
田
慈
応
師

六
月
五
日
、
八
十
九
歳
で
遷
化
。

前
和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
管
長

ファミコンで株式投資。

私は、はっきりいって多忙だ。しかし株式情報には絶えず敏感

でいたい。私は、正直いってメカに弱い。しかしファミコンぐらい

なら扱える。従って、結論は速い。山一のサンラインF－II。

うちのファミコンで最新の株式情報や株価速報などを知り、

株式の売買注文もおこなう。世の中、想像以上に進んでいる。
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国
税
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局
内
会
議

香
川
県
仏
教
会
総
会
出
席

医
療
と
宗
教
を
考
え
る
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
出
席

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

税
務
委
貝
欝

欝
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

世
界
人
権
宣
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年
実
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教
法
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岡
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落
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要
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三
重
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局
内
会
議

日
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会
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席

全
青
協
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浄
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宗
税
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セ
ミ
ナ
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（
京
都
）
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